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経済学部、学部長選考で対立 大分大   毎日新聞大分版 2019 年 10 月 8 日 

 大分大経済学部の学部長選考を巡り、北野正剛学長と同学部教授会が対立している。同学部では今月１日付で北野学長が

選んだ高見博之教授が新学部長に就任したが、教授会は選挙で別の候補者を選んでいたことが判明するなど溝が浮き彫り

に。同大は７日、同学部の学部長候補者選出に関する要項の妥当性を検証する第三者委員会を設置したと発表。第三者委で

大学のガバナンスについて明確にしたい考えだが、教授会は反発を強めている。  第三者委は「経済学部長の指名と国立大

学法人大分大学のガバナンスに関する調査・検証委員会」。弁護士と公認会計士、同学部同窓会会長代行の３人で構成し、

第１回委員会を８日に開催する。  同大によると、同学部の学部長候補者選出に関する要項や運用が同大の学部長選考に関

する規定に抵触する可能性があるとして、これを検証する第三者委の設置を決めた。  同大の規定によると、学長は学部長

や学部職員の意見を聴き、１人または複数を選考。選ばれた人は学長の運営方針を踏まえた学部運営構想を提出し、学長は

提出者と面談したうえで学部長を選ぶ。一方、経済学部の要項は、学部の教授会が選挙を実施し、有効投票数の過半数を得

た人を学部長候補者とするとしている。このため教授会は選挙結果を学部の意見として聴取するよう求めていた。  ある教

授は「大学の規定に従って学部の意見を学長に伝えたかったのにできなかった。結果的に学長の選んだ教授が学部長になっ

たのに、なぜ第三者委を設置するかについても説明がない」と反発している。  
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学長は聞く耳をもたず、  

「話しあい」は無かった

4 年前制定したことを  

知らなかった！？  
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